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黒毛和種繁殖牛におけるドングリ中毒の集団発生
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要 約

2019年 10月，肉用牛飼養施設において，黒毛和種繁殖雌牛 10頭が元気消失，食欲低下及び下痢等の症状を呈し，
その後約 3週間で 9頭が死亡した．血清生化学検査で BUNと Creが高度に上昇，腎臓の病理組織学的検査を実施した
5頭全頭で急性尿細管壊死が認められた．放牧場の糞便及び死亡牛の第一胃内容物中からクヌギのドングリの果皮が見
つかった．比色法により定量したところ，クヌギドングリには 6.08％（乾燥重量％）と高濃度の総ポリフェノールが
含まれていた．また，第一胃内容の検査を実施した死亡牛全 4頭からもポリフェノールが検出された．以上の結果から，
本事例をドングリ中毒の集団発生と診断した．牧草の少ない時期に，大型台風により大量のドングリが放牧地に落下し
ており，放牧牛が短期間に大量に摂取したことが，発生要因と推測された．
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